
補足資料２

「給付と負担の見直し案」における給付と負担の見直し案」における
財源不足への対応について



財源不足額に対する対応 【給付と負担の見直し案（Ａ案）】 市＋町村
○Ａ案は、合併影響分（未措置）に対しては、激変緩和負担金により約７割対応し、残りの３割については、既裁定者の給付カットも

含めた給付カットで対応をしている。

Ａ案
財政不足（20年間：H23～H43）：約3 400億円財政不足（20年間：H23 H43）：約3,400億円

＜合併以外影響分＞

約1,517億

＜合併影響分＞
（未措置）

約1,883億

給付カット

73.1%
激変緩和負担金

（公費）

1,296億

掛金・
特別掛金
（議員負担）

526億

負担金
（公費）

405億

給付 ッ
（既裁定者）

822億

26.9%

526億405億

給付カット
（現役）

302億

19.7% 25.6% 54.7%
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財源不足額に対する対応 【給付と負担の見直し案（Ｂ案）】 市＋町村
○Ｂ案は、合併影響分（未措置）に対しては、激変緩和負担金によりほぼ全額対応している。

Ｂ案
財政不足（20年間：H23～H43）：約3 400億円財政不足（20年間：H23 H43）：約3,400億円

＜合併以外影響分＞

約1,517億

＜合併影響分＞
（未措置）

約1,883億

激変緩和負担金
（公費）

1,865億

掛金等
（議員負担）

482億

負担金
（公費）

496億

給付カット
（既裁定者）

411億

73.1%

給付カット
（現役）

151億
26.9%

32.2% 31.3% 36.5%
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